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タイトル：ミトコンドリアダイナミクス制御と破綻に 
     よる疾患  

どうぞお気軽に御参加下さい。学生の参加も大歓迎です。 
 

要旨 
 ミトコンドリアは融合と分裂を繰り返しながら微小管に沿って動
的に移動している。またミトコンドリアは小胞体と接着することによ
りカルシウムの流入や脂質代謝を制御している。このようなミトコン
ドリアダイナミクスの破綻は、神経変性疾患などさまざまな病態を引
き起こすと考えられている。私たちはミトコンドリア外膜を４回貫通
する膜型ユビキチンリガーゼMITOLを同定し、これまでにMITOLがミト
コンドリア分裂因子Drp1を制御することによりミトコンドリアダイナ
ミクスを調節していること1)、ミトコンドリアに蓄積する変性タンパ
ク質の分解を促進してミトコンドリアの品質管理に関与していること
2,3)、一酸化窒素による微小管の過剰な安定化を抑制していることを
示した4)。さらに最近、MITOLがミトコンドリア融合因子である
Mitofusin2を活性化してミトコンドリアと小胞体との接着構造を調節
していることを報告した5)。本セミナーではミトコンドリアダイナミ
クスにおけるMITOLの役割を紹介し、MITOLの各臓器特異的欠損マウス
の解析を通して、疾患との関連性について考察したい。 
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